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要旨

日本の人口は減少し、出生数の減少に伴い、少子高齢化の人口構成も顕著化している。日本国政府
は、2020 年は 84 万人/年であった出生数が 2060 年には 48 万人/年なると予測し、高齢化率に関して
は、2035 年には 3 人に 1 人が 75 歳以上になると予測している。

慢性疾患の罹患率が高い高齢者の増加による疾病構造の変化に伴い、医療へのニーズは、疾病の治
癒に加えて病気と共存しながらの生活の質の維持・向上も必要と変化した。また、医療のニーズ変化
に伴い、介護予防や福祉領域へのニーズも増加した。

世界保健機構（WHO）は、医学を４相に分け、第三相に治療医学、第四相にリハビリテーション医
学が相当すると定義している。リハビリテーション医学では、その人らしい生活の再構築を目標とし、
残存する障害を的確に評価し、医療法のみならず介護保険法や身体障害者福祉法に基づくサービスを
統合的に提供することが特徴である。

リハビリテーション医療では、医師のみならず理学療法士、作業療法士、看護師等による多職種連
携によるチーム医療が必要である。リハビリテーション医療での理学療法士の活躍の場は医療施設、
生活施設から地域在宅へ、保健・医療・福祉すべての領域にまたがり、理学療法を行う対象者は身体
に障害のある者にとどまらず、介護予防、健康増進、生活指導と理学療法を必要とする人々に拡大し
ている。一方で、作業療法士の役割は、対象者の心身機能の障害を改善・軽減するのみでなく、対象
者が主体的に生きるために必要なセルフケア活動や仕事・学業、余暇活動をよりよくしていくために
援助していくことである。

近年、高齢化や対象疾患の拡大、さらに職域として病院や介護施設だけでなく、保健機関や教育機
関などへの支援活動や地域包括ケアシステムなどの多様化により理学療法士、作業療法士への役割期
待は増大している。

理学療法士と作業療法士の養成に関しては、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則（以下、
指定規則）は昭和 41 年に施行された理学療法士及び作業療法士法に基づき、公布された。指定規則は
理学療法士作業療法士養成施設の施設基準を規定しており、就業年数、教育内容、教員数、学生定員、
臨床実習等について明記されている。指定規則は時代や社会状況の変化に対応するべく過去に４度改
定が行われている。平成 11 年に養成校新設においての規制緩和が行われたことで、1999 年以降に養
成施設が多く新設された。

厚生労働省は、４年制養成施設（大学）の数は増加しているが、国家試験合格率は低下しているこ
とを指摘した。理学療法士国家試験の合格率は 80％～90％、作業療法士国家試験の合格率は 70％～
80％台を推移している。厚生労働省の国家試験検討委員会は、2009 年以降の理学療法士国家試験合格
率は大学で 90.8％、専門学校で 80.5％、作業療法士国家試験合格率は大学で 86.4％、専門学校で 76.2％
と報告している。

リハビリテーション医療の質を担保するためにも、大学は知識を備えかつ問題解決能力を有する理
学療法士および作業療法士を輩出する必要がある。しかし IIMURA らは、少子化や高等教育機関への
進学率の上昇により、入学者の多様化が進んでいることを報告しており、さらにその入学者の学力が
低いことや養成課程を修了できない学生が増加する可能性を指摘している。高等教育における入学後
の学力の把握として文部科学省は学業成績の総合的な判断指標として定量的尺度である grade point 
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average（以下、GPA）を用いることを推奨している。
理学療法士作業療法士養成校で GPA を用いた研究では、専門必修科目から算出された GPA（以下、

専門必修科目 GPA）と卒業・退学等のアウトカムとの関連、専門必修科目 GPA と国家試験点数の関
連を明らかにしている。

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部（以下、本学部）理学療法学科専門必修科目 GPA と卒
業・退学等のアウトカムに関する調査では、専門必修科目 GPA を用いての卒業学生と退学学生の識
別を報告している。なお、本論文中で使用する“アウトカム“については、国家試験点数、国家試験合
否、ストレート卒業・留年卒業・退学・転学部・除籍等の複数の意味を有している。専門必修科目 GPA
に加えて共通教育科目から算出した GPA（以下、共通教育 GPA）、専門選択科目から算出した GPA
（以下、専門選択科目 GPA）とアウトカムの一部である卒業・退学との関連についての報告がある。
その中で専門必修科目 GPA をセメスターごとに卒業群とドロップアウト群間で比較し、第 1～6 セメ
スターで卒業学生群の専門必修科目 GPA が退学学生群に比べ高値であったことを報告している。

また村尾の報告によれば、本学部理学療法学科の入学前の成績や各セメスターで開講されている専
門必修科目 GPA と国家試験点数との相関関係を調査している。その中で、入学前の成績よりもセメ
スターごとの専門必修科目 GPA は、第 3 セメスター、第 4 セメスター、第５セメスターおよび第 6
セメスターで国家試験点数と有意な正の相関関係にあったことを報告している。阿部らの東北文化学
園大学医療福祉学部リハビリテーション学科理学療法学専攻での報告でも、GPA と国家試験成績に関
する追試を実施している。この報告でも在籍中のすべての学期ごとの GPA と理学療法士国家試験点
数間に正の相関があることが示されており、学生の学修状況の把握において GPA が国内の他大学で
追認されたことが示唆される

一方で、本学作業療法学科のドロップアウト群学生の専門必修科目 GPA は、入学当初の１年次前
期（1 セメスター）から、留年なし卒業群の専門必修科目 GPA より低値であることが明らかとなっ
た。また留年あり卒業群学生の専門必修科目 GPA も、入学当初の１年次前期から、留年なし卒業群の
専門必修科目 GPA より低値であった。

作業療法士養成校における入学時成績および入学後成績と国家試験合否の関連については、性差や
入試区分、高校での評定点、入学試験において、作業療法学士国家試験合否には影響がなかった。入
学後の成績と作業療法士国家試験合否の関連については、不合格群の専門必修科目 GPA が入学後間
もない第２、3、5、6 セメスターで合格群の専門必修科目 GPA より低値で有意な差を認めた。

しかし、2019 年 12 月に新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）が発生したことにより学
生生活また講義形式に大きな影響を及ぼした。2020 年度、神戸学院大学は COVID-19 の感染リスク
を考慮し、学生は大学に登校せず自宅でコンピュータ端末を使用した授業を受けることを許容し、単
位修得条件を厳密に定めた定期試験を実施しないと決めた。そのため神戸学院大学では COVID-19 感
染拡大の影響で、教える内容は同じであるが定期試験が行えなくなった。

そこで本学部理学療法学科の専門必修科目において同じ教員が同じ内容（同じ科目名）を教えて評
価した結果を、COVID-19 拡大前を pre COVID 群、COVID-19 拡大後を post COVID 群とし感染拡
大前後で比較することで、COVID-19 拡大による成績に及ぼす影響を明らかにした。

COVID-19 拡大後の成績分布について、post COVID-19 群では preCOVID-19 群に比較して S と A
評価が多く、成績分布に偏りが生じている科目が多かった。COVID-19 感染拡大前後での成績分布の
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違いは、学生評価の妥当性にも影響を及ぼしているのかもしれない。
対象科目である専門必修科目から算出した専門必修科目 GPA は、１年生～３年生の 3 学年すべてで
post COVID-19 群が pre COVID-19 群に比較して有意に高い値を示していた。これまでの報告で、専
門必修科目 GPA は国家試験成績や進級・退学と関連することが指摘されている。しかし成績点、なら
びに専門必修科目 GPA が COVID-19 拡大の影響で変化したことを考慮すると、post COVID-19 群で
明らかにできた成績分布や対象科目である専門必修科目 GPA は、国家試験成績や進級・退学と関連
するかは不明であり、成績点や専門必修科目 GPA が高値を示したからといって、良好な教育効果が
得られたという解釈は成り立たないと考える。COVID-19 拡大前の成績に比較すると成績分布や専門
必修科目 GPA が異なっていたため、COVID-19 拡大後の成績解釈には、注意が必要である。

入学前の成績よりも入学後の学習への取り組みや意欲により、アウトカムの一部である卒業もしく
は退学・留年するか、また国家試験に合格するか否かが大きく関わっていることが示唆された。そし
て特に専門必修科目 GPA が学習の取り組み状況の判定に対する信頼度が最も高いことが明らかにな
った。その専門必修科目 GPA の具体的な数値を基に学習指導を行い、取り組みの見直しを諭すこと
で国家試験の合格率の向上と留年、退学者の減少に繋げることができるではないかと考える。

本学部理学療法学科作業療法学科に限るが、入学前の学力や入学試験成績よりも入学後の成績、特
に専門必修科目 GPA を基に卒業や退学等のアウトカムの判別、国家試験の結果をある程度の確率で
予測することができ、専門必修科目 GPA の重要性を示唆している。
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